
会  議  要  旨 

（１／４） 

会議の名称 第１回 川越市国際化基本計画審議会 

開催日時 
平成２７年４月２４日（金） 

午後３時 開会 ・午後４時３０分 閉会 

開催場所 川越市市民会館第１会議室 

議長（委員長 

・会長）氏名 
山田あき子 

出席者（委員）

氏名（人数） 

鐸木昌之、亀田道明、清水俊男、ベーリ・ドゥエル、 

筒井 哲朗、藤森 貞花、エンフバートル・アミナ（７） 

欠席者（委員）

氏名（人数） 
焦 雁、王 一 （２） 

事務局職員 

職氏名 

牛窪文化スポーツ部長、益子文化スポーツ部参事兼国際文化交流

課長、中里国際文化交流課副課長、田中国際文化交流課主査 

会 

議 

次 

第 

１ 開会 

２ 委嘱書の交付 

３ 部長挨拶 

４ 委員紹介 

５ 職員紹介 

６ 議事 

（１）会長・副会長の選出 

（２）会長・副会長挨拶 

（３）諮問 

（４）関係資料の説明 

①国際化基本計画の概要について 

②第四次国際化基本計画の策定について 

③国際化基本計画策定に係る審議会等のスケジュール（案）について 

（５）今後の日程 

（６）その他 

７ 閉会 

配

布

資

料 

資料１－１ 川越市国際化基本計画審議会条例 

資料１－２ 川越市国際化基本計画審議会の傍聴に関する要領 

資料１－３ 川越市国際化基本計画審議会委員名簿 

資料１－４ 第四次川越市国際化基本計画の策定について 

資料１－５ 川越市国際化基本計画策定に係る審議会等のスケジュール（案） 

資料１－６ 第三次川越市国際化基本計画 

資料１－７ 外国籍市民インタビュー実施報告書 



（２／４） 

議  事  の  経  過 

１ 開会 

 

２ 委嘱書の交付 

  文化スポーツ部長から 8名の出席者に委嘱書を交付した。 

 

３ 部長挨拶 

第三次川越市国際化基本計画の計画期間が平成２７年度をもって終了と

なり、引き続き本市の国際化についての方向性を明らかにし、長期的視野

にたって総合的かつ計画的に事業を推進するために、「第四次川越市国際

化基本計画」を策定したい。 

グローバル化の進展、急激な少子高齢化、外国籍市民の増加、東京オリ

ンピックの開催、外国人観光客の増加など、さまざまな社会情勢の変化や

行政上の課題などを考慮しながら、市民の皆様と一緒に地域の国際化を目

指していきたいと考えているので、計画の策定にあたりお力添えをいただ

きたい。 

 

４ 委員紹介 

  出席委員による自己紹介を行い、事務局より欠席委員の紹介を行った。 

 

５ 職員紹介 

  文化スポーツ部長以下、市の担当職員を紹介した。 

 

６ 議事 

 （１）会長・副会長の選出 

 （２）会長・副会長 挨拶 

委員の互選により、会長には山田あき子委員が、副会長には亀田道

明委員が選出され、会長と副会長が就任のあいさつを行った。 

 （３）諮問 

    文化スポーツ部長が諮問書を朗読し、山田会長に諮問書を手渡した。 

 （４）関係資料の説明 

    事務局から配布資料の確認と資料説明が行われ、資料に関連して次

のような意見等が示された。 

 

【意見の概要】 

〇第三次の計画では広く浅くという印象を受けた。第四次では、次の５か

年で達成すべき目標値を明確にし、メインですすめる事業、縮小させる事

業というようにメリハリを持たせたほうがよい。 

 



（３／４） 

議  事  の  経  過 

〇事業などは、何回開催し、何人が参加したかといった単なる報告ではなく、

どういう目標をもってその事業を行い、その目標は達成できたのか、といっ

たような振り返りがほしい。その振り返りをもって次の事業をどうすべきか

考える必要があると思う。 

 

〇以前川越でルネサンス事業というものがあり、その中で多言語の統一マニ

ュアルを作成した。第四次の計画ではすでにあるこのマニュアルを生かして

古くなった箇所を更新するようにしたい。 

 

〇川越には若者が興味を持つような場所が少ないと思われる。2020年に向け

て川越に外国からの観光客を呼び込めるようなものがあるといい。 

 

〇今後はウェスタ川越なども川越の目玉になってくることが期待される。 

 

〇この審議会で話合う時間にも限りがあるので、５年間の状況変化を考慮し

つつ、事業の重要度を査定していくほうがよいのではないか。 

 

〇これまでやっていた事業を縮小することなく、別の新しいことを盛り込も

うとすると無理が生じる。次の五か年も変化のない計画にならないようそぎ

落とすところはそぎ落とし、焦点をあてるべき事業をきちんと決めることが

審議会で話し合う内容の一つであると思う。 

 

〇川越のプロモーションビデオが完成したが、まだ知らない人もたくさんい

る。それを周知する方法も考えなければならない。 

 

〇ツールを生かす、人材を生かすというのは必要。海外姉妹都市に派遣され

た中学生は、現地でカルチャーショックを受け、多くのことを学び、目を輝

かせて帰国する。次世代を担う若者と川越市在住の約５４００人の外国籍市

民が触れ合えるような機会がもっと創出できるといい。 

 

〇私が韓国語を教えている日本人の生徒は、通訳ボランティアとしてオリン

ピックに参加したいという人が多かった。現在外国籍登録人材ネットの事業

があると思うが、依頼があっても年に１回程度なのでもっと活性化してほし

いと思う。国際化という大きな枠だけでなく、小さい時からお互いに交流で

きる機会がもっと増やしていけば相互理解が進むと思う。 

 

 



（４／４） 

議  事  の  経  過 

 

〇どういう方針で全体をすすめていくのかという点と、事業、企画等を具

体的にどうしていくのかという点を考えていく必要がある。川越市として

何を目玉にしてやっていくのかという点を明確してもらうと本審議会で議

論しやすくなる。 

 

（５）今後の日程 

    議会日程等によりまだ流動的であるが、第２回目は６月２６日（金）

の午後５時頃から国際交流センターで行うことを予定している。 

 

（６）その他 

【議事録の公開について】 

    会議終了後、速やかに議事要旨を取りまとめ、ホームページ等を通

じ公開したい。なお、公開に当たっては、事前に会長に内容をご確認

いただく。 

 

【会議の公開について】 

    市では、審議会等の会議の公開に関し基準を定めており、一部の場

合を除き、原則会議を冒頭から公開することになっている。本審議に

おいては「国際化基本計画の策定に関する事項」であり、基本的には

市の定める会議の非公開事由には該当しないので原則公開とすること

をあらかじめご承認いただきたい。その他会議を進めるうえで非公開

にすべき事項等が出た場合はその都度協議して決定する。 

 

７ 閉会 

 

 

 


